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注１該当する□には、レ印を記入してください。特定111驚者以外のpll業者の方はし印の記入は不要です。

２「基噸ｲIさ度」とはiil画期ｌ１ｌ１の前ｌＩ：度を、「I]標年度」とはﾊﾟ1画11)Ⅱ１１１のＡ１終年度を、「報lli年度」とはiil画'０１１１１１のうち、今１回l紺IIiの対象となる年度をいいます。

３「事業所等lﾙlⅡ区分」とは京部Hf内のﾘﾄﾞ業所等のUlＩ莱活、lのためのエネルギーのNIlllにＩｆい苑２１:するiIA芹(効jIWスを、「Oii送IliIJli排１１Ⅱj<分」とは｢I動１１〔迎送911難行についてはIHIⅡIの本拠の位'''1を水H1WlI'しlとり乙１１〔
iJWのl＃11Ｉするill議効＃しガスを、DXiiiﾘﾄ馳行についてはｌＷｉするlIi物ⅢiiILlXI1旅客０１(iAjのIⅡ１１ＩするiAA室効采ガスを、「その他Ｉ作ⅡⅡＫ分」とは12記以外の京ＨｉｌｌｲＷＡＩにおける事難所等の111業i8動に伴い発化するilA室効果
ガスをいいよす。

‘ｌ「原Ⅱ1位当たI)のin室効jILガスl作ⅡMH(等」の「川途１Ｊ<分」には、○○]二場、リリ楕所などのＩⅡ途を記入してください。「原111位のllir標」には、分子の「二確化炭茶換艸」の下に分{ﾘとなる脂標（生産数Iit、延べ床ilii
Wi、走行距離等）を記入してください。

５「その他の地卵i凰暖化対蹴によるin室効果ガスのriﾘ減品等」のうち「森林の保全及び鰹１m」の「Ⅲ標lIZ度（i１１画）」欄には計画lO1111101iのI]標の累illを、「鰍告１１監度（爽績）」欄には契綱の累iiIを記入してくださ
い。

６「特記1'1項」には、平成２年度（１９９０年度）を鵬準としたljIlUlitの対比べ'、行エネ製品I)W苑などIWfのilA竃効果ガスlﾙlllnll城へのri献、グリーン調述の採１１１、特定フロンなどの条例IIi定外のiIA窓効果ガスの､リ
減などを記入してください。

{]ﾐ所（法人にあっ
ては、主たる事務

iiliの所ｒ[地）
京都府〕;〔都市中京区111イノ京桑I;(町１

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表音の氏名）

株式会社島#'1製作所代表]li(締役１１M部菰彦

事業背の三1ﾐたる
業種 粘密機械器具製造業

該当する事業者
要件 Ｗ京都府地球１Ｍ暖化対策条例施行規I1l｣第１０条第１号該当事業行（大規模エネルギー使)11事業行（１）;(1111に換算して1,500キロリットル以｣二））

「
京都府地球NM暖化対簸条例施行現１１Ⅱ第10条第２号又は館3)ﾁ該当事業i1f（大規模迎送事業荷（トラック又はバス100台以｣二／タクシー150台以｣1／鉄逆
車iil1i150両以上）

に京都府地球|M暖化対簸条例施行現１１Ⅱ館10条第４号該当事業行（その他のiM室効采ガスの大規模排'1}事業打（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

iil 期間 平成２０年４１１～平成２３年３Ⅱ

燕本方，｝ 平成２２年度（IIli暦2010年度）時点のｉＭ室効果ガス排１１１品を平成２年度（１９９０年度）比１０％以｣二i1iIl減する。

ｌＩｔ進体Ｉｌｊリ エネルギーの管１１１１をＩｌｌ当する41三産支援本部企画ｌ１ｌｌおよび地球環境管l1l1室が１Ｍ暖化対簸をllli地する。（火施iWi采：両部''１が協ﾉﾉして対簸を実施）

環境マネジメントシステム名称 ISOI4001 

適)１１範１１Ⅱ 本社地区事業所

１Ｍ｝年111三１ 平成９年（１９９７年）６)１２４１］

年度ごとの具体
的なjMl及び'{Ｉ
置の状況

年度

平ﾙﾋﾞ20612度

平成２１Ｉ11度

平成２２６１剴度

設備、対象、二[程等

三条工場 けいはんな

三条工場

三条二[場、紫野]:場

llf償内容

変llX器の11i新（２基、２４．７(onの(O2ﾊﾞﾘ減）、けいはん/mLクリーンルーム空調力式兄ｉｆ[し（119.11onのC02iIlﾘ減）

医111新Ⅱ苣叫建設（～2009/7)に伴う太陽光発電没IHI

Ⅸ)１１工乢l災約化による効率アップ。iKnIIからガスへの切替（紫野） ガス吸諦式のものを地気に切縛を検ill

１Ｍ室効果ガスの
排llIlf等 排１１}区分

Ａ事業所等排'１１区分

Ｂ輸送rlIiilii排(1)区分
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排'１
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尖統に対する自己評{Il1i

基jll1i年度（実績）
(１９）年度

(二駿化炭素換灯）

l]標年度（iillm）
(22）年度

(二砿化炭素檎鰍）

墹減率

(計llli）

報告年度（実紙）
(20）年度

(二駿化炭素換算）

jW減率
(火紙）

15.508.0ｔ １６．５３１．８ｔ 6.6％ １６．２３１．４ｔ `１．７％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊1 15.508.0ｔ *２１６．５３１．８ｔ 6.6％ ＊４ １６．２３１．４ｔ 4.7％ 

工場の災約化に伴う製,１Aの内製化施飛の一環である新工場稼働などにより、CO2の排lII1Kは墹加した。

減退の影響から、ｉ没備投資の抑制により延101となっている設价iもある。イ丁効な投盗を行うべく準Miし、
るようにしておくことで、CO2nll減に奇ﾉｊして行く。

また、平成２０《１２度後半からの跳気

};{気１，１位後すぐに必要な施簸が打て

l;(単位当たりの
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突紙に対するに1己評llli

蕊準年度（実績） |ﾖ1標年度（計|’ 1W減率（計iilli 報告年度（実紬） ﾉﾄﾞ)減率（尖紺）

5.348 5．１６６ -3.4％ 5.949 １１．２％ 

％ ％ 

％ ％ 

平成２（)ｲ'三度後半からの);(気減退の影縛から、述結充｣1が減少したことおよび、ｌ:場集約化の影騨による新工場の稼働に伴いCO21＃''１１１tが
期､Ⅱしたことがｲ{|まって、大幅に11】(lli位が悪化した。今後、１１標１１２度の数字に到述すべく成及戦ﾛﾊﾞの取点化やプロセス改革など全ﾄﾞ'２をあげ
て取り細む。

その他の地球１Ｍ
暖化対策による
１Ｍ室効果ガスの
１１１ﾘ減品等

対簸等の区分

森林の保全及び鑑llli

府内産の木材の利)Ⅱ

'二1然エネルギーを利111した電ﾉノ
又は熱の供給

グリーン電ﾉﾉの!ｌ川人
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(排111合計一ﾊﾘ減等合計）

腿準年度（突紙）

*115.508.0ｔ 

'二1標年度（計iiIIi）

(0斗(↑３１１６，５３１．８ｔ

哨減率（i１１両）

6.6％ 

報｛'了年度（突績）

ＩｏＩ１－ｌ０５Ｉ 16.231.4ｔ 

1N減率（実jWi）

4.7％ 

地球温暖化対策
に資する社会頁
献活動

･環境貢献製品や環境負荷低減製品の開発

･地域における環境保全活動を進めるため、環境IIIiii救育などを実施
･ライトダウンキャンペーンなど省エネキャンペーンへの参力Ⅱ

特記事項 ･平成２１年度、２２ｲ|:度は三条]ﾕ場内で大がかりな試験を実施するため、CO2の排lIll1が一時的に1円」jl1します。

(平成21ｲIﾐ度：８０４CO2Ion、）IJi成22年度：５４０CO2toIl）


